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デリーで数分おきにやってくる
地下鉄に乗っていると、乗客はスマホ片手の若者が多く、インドの若者人口の大きさを感じ 。インドは二〇三〇年に世界最大の人口大国となると予測されている。大量の「若い」人口が今後経済活動人口として継続的に労働市場に参入し、若者たちが教育や職業訓練で技能を身につけることができれば「人口ボーナス」 （労働力増加率が人口増加率よりも高くなることにより経済成長が後押 されること）を実現する人的資源となことが期待される（参考文献①） 。インドの二〇〇〇年代の経済成長率は年平均七・四％、一人あたり六％に達するが、特 所得・消費の面で不平等の増大をともなっている（参考文献②）ため、成長の恩恵をすべての人が受けているわけではない。
　
本稿では一九九〇年代以降のプ







































非識字 24.2 25.3 28.2 45.7 47.5 52.5 34.8 36.3 40.3
前期初等教育＊ 24.0 24.7 28.2 20.9 21.3 23.0 22.5 23.0 25.6
後期初等教育 20.1 19.7 19.9 14.2 13.8 12.3 17.2 16.8 16.2
前後期中等教育 24.5 23.9 19.0 15.7 14.6 10.3 20.2 19.3 14.6
資格取得＊＊ 1.5 1.2 0.8 0.7 0.4 0.3 1.1 0.8 0.6
大学卒以上 5.7 5.1 3.8 2.8 2.4 1.6 4.3 3.8 2.7
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
都市部
非識字 10.1 9.9 11.3 21.8 22.6 25.4 15.8 16.1 18.0
前期初等教育＊ 16.9 16.5 19.7 17.8 17.0 20.0 17.4 16.7 19.8
後期初等教育 16.9 16.9 18.8 14.9 15.1 15.9 15.9 16.1 17.4
前後期中等教育 32.1 32.7 30.5 28.1 28.8 25.6 30.2 30.7 28.1
資格取得＊＊ 3.6 3.1 2.4 1.7 1.3 0.8 2.7 2.2 1.7
大学卒以上 20.4 20.8 17.2 15.7 15.2 12.3 18.1 18.1 14.9










若者のエンプロイヤビリティー問題を引き起こした原因として、高等教育の急速な拡大に もなう教育の質の劣化 問題を指摘する。具体的には、教員 不足やプライベートセクターが質保証に関する
規制がほとんどない状態で発展したことなどを挙げている。さらに高等教育 度の量的拡大にのみ起因しないエンプロイヤビリティーの問題の原因として、 「学歴病」 （ドーア『学歴社会
　
新しい文明病』







薬学・教師教育）のコースが増加したため、専門分野の学生の約八〇％が私立の高等 機関に在籍している（参考文献④） 。現在高等教育機関に在籍する学生の多くは、急速に増加し カレッジ（大学に「提携」している）で学んでいる。　
前述したように高等教育の急速






表 2　15 ～ 59 歳と 15 ～ 29 歳の学歴別の失業率
（2011 ～ 12 年）
学歴
失業率
15 ～ 29 歳 15 ～ 59 歳
農村部 都市部 農村部 都市部
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
非識字 2.3 0.8 2.5 1.6 0.5 0.2 0.9 0.7
前期初等教育＊ 3.2 0.6 4.8 4.3 1.2 0.3 1.9 1.6
後期初等教育 4.2 4.6 5.1 5.8 1.9 2.5 2.2 3.5
前期中等教育 4.6 8.6 5.5 15.1 2.0 6.0 2.3 6.4
後期中等教育 6.5 13.8 12.0 14.6 3.3 8.8 4.6 9.1
資格取得＊＊ 15.9 30.0 12.5 17.3 8.5 19.7 5.2 10.2
大学卒以上 19.1 29.6 16.3 23.4 7.5 18.9 5.3 12.8
前期中等教育以上 8.1 15.5 11.7 19.8 3.8 10.1 4.2 10.4















2005 ～ 06 2014 ～ 15
学部 就学者数 割合（％） 就学者数 割合（％）
人文・社会 4,976,946 45.13 9,945,700 37.41
科学 2,255,230 20.45 4,675,043 17.59
経済・商 1,986,146 18.01 4,357,108 16.39
教育 161,009 1.46 1,215,442 4.57
工学・技術 795,120 7.21 4,326,316 16.27
医 348,485 3.16 1,069,911 4.02
農 63,962 0.58 207,756 0.78
獣医 16,542 0.15 28,017 0.11
法 336,356 3.05 444,613 1.67
その他 88,224 0.8 315,531 1.19
合計 11,028,020 100 26,585,437 100
（出所）表 3と同じ。




とって工学系大学への進学は成績優秀者のための将来が約束された道であ たかもしれないが、彼らが初等教育を受け始めた頃から私立大学は増え、工学系の学生数は著しく増加した。学生からは「今は石を投げればエンジニア（工 系技術者）に当たるよ」という発言も聞かれた。文系出身者 比べと就職率は良いといえ、高い学費と受験勉強に費やした労力に見合う就職への期待が自他共 ある。「進路別の教育にかかる費用」の平均を
みると、一般系と工学系を含む技術・専門系とではその額が大きく異なっている（図１参照） 。　
大学卒業を控えた学生のなかに












Ｅ）での高得点獲得（得点により進学できる大学院が決まる）を目指し、大手のＭ予備校（全国一一都市に展開）に通っていた。二〇一四年三月 筆者は在学時にインタビューをした五名 デリーで会った。彼らは、ニューデリーの中心街から地下鉄で四〇分ほど Ｓ地区に同居・近居してい 。Ｓ地区の地下鉄の駅周辺はＭ予備校の他にも多数ある予備校へのアクセスが良いため、浪人生対象の下宿や寮が多い。卒業生らは月に八〇〇〇～一万二〇〇〇ルピー（日本円でおよそ 三 〇～二万円）かかる生活費と予備校の費用年間およそ六万ルピー（およそ一〇万円）は親に頼るかローンを組んで捻出していた。　
卒業生の一人が予備校の近くで
自分たちと同じく工学系を卒業し
た若者が配っていたというチラシをみせてくれた。チラシには「僕たちエンジニア（工学系出身者）はできることを証明する十分な機会が与えられていない。毎年三〇～四〇万人のエンジニア （仕事がなく）家に居ることを余儀なくされており、その数は日ごとに増えている。大学を卒業してまで無能だと言われることに、いつまで耐え続けなけ ばならないんだ」と書かれ、 「インドか 失業をなくそう」をモットーに解決を模索するコミュニティ形成を呼びかけていた。工学系出身者にとっ 問題なのは「できることを証明す機会」 、つまり専門性 活かす就職口がないことであり、すぐにでも就くことができる月給二万五〇〇〇ルピー前後のＩＴ関連の仕事等は眼中にないよう あった。　
一昨年、昨年とこれらの若者た
ちから吉報を聞くことは かったが、昨年初めてＴ大学出身でＭ予備校に通っていた同級生が上級公務職採用試験合格を果たしたとう。朗報に希望を抱き、浪人 活は長い者で四年目に突入し 。その間に勉強を続けることをあきらめ就職した者、反対 卒業し 就職したが離職し予備校 入学した
























のモチベーションが低下しているのではないかと思っ が、年月を経て成績が伸びていること、通っている予備校には就職したが離職した一流大学出身者たちも少なくないことなどを理由 、上級公務職採用試験に挑む気持ち 変化はないという。卒業生たちは浪人生活のための支出は、公務職に就くことができればすぐに回収できると考えてい 。有名企業 勤める人のなかには公務 を上回る給料
を得ている場合もあるが、上級公務職に就くことは、難関の試験を突破した優秀さの証明、絶対的な社会的・経済的安定、そして権力が手に入ることを意味している。彼らは権力を得て 「国を変えたい」という。　
工学系私立大学出身者である彼






















































































































































































































































































































右は M 予備校の教材の裏表紙。上級公務職採用試験合格者や GATE 成績
上位者の氏名と顔写真が掲載されている（2014 年 3 月筆者撮影）
